
新
生
活
様
式
の
準
備
は

　
　
　
課
題
も
あ
る
が
さ
ま
ざ
ま
検
討
中
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質
問　

来
年
オ
ー
プ
ン
予
定
の

高
田
松
原
海
水
浴
場
及
び
駐
車

場
、
ト
イ
レ
等
の
整
備
方
針
を
は

じ
め
安
全
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

　

答
弁　

国
や
県
等
の
関
係
機
関

と
協
議
を
重
ね
、
防
潮
堤
の
陸
側

に
公
園
管
理
施
設
と
駐
車
場
、
防

潮
堤
の
海
側
に
は
海
水
浴
場
に
必

要
な
総
合
案
内
看
板
や
温
水
・
冷

水
シ
ャ
ワ
ー
、
多
目
的
ト
イ
レ
を

県
に
お
い
て
主
に
整
備
す
る
。
ま

た
、
有
事
の
際
に
海
水
浴
客
に
情

報
を
伝
達
し
安
全
に
避
難
す
る
た

め
に
、
電
光
表
示
盤
や
モ
ー
タ
ー

サ
イ
レ
ン
な
ど
を
整
備
す
る
と

伺
っ
て
い
る
。
聴
覚
障
が
い
者
や

遊
泳
中
の
方
に
、
避
難
を
知
ら
せ

る
た
め
の
全
国
共
通
の
「
津
波
フ

ラ
ッ
グ
」の
使
用
を
考
え
て
い
る
。

ピ
ー
カ
ン
ナ
ッ
ツ

事
業
の
見
通
し
は

　

質
問　

ピ
ー
カ
ン
ナ
ッ
ツ
事
業

に
よ
る
雇
用
や
産
業
振
興
へ
の
効

果
の
見
通
し
を
ど
う
見
込
ん
で
い

る
た
め
、
避
難
ス
ペ
ー
ス
の
確
保

と
感
染
予
防
の
徹
底
を
図
り
、
避

難
所
の
運
営
に
あ
た
る
市
職
員
に

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
た
め
の
避
難
所
運
営

心
得
」
を
作
成
し
周
知
に
努
め
て

い
る
。

木村　聡
（とうほく未来創生）

菅野　広紀
（碧い風）

伊勢　純
（日本共産党）

（新　風）

大坪　涼子
（日本共産党）

佐々木一義
（創生会）

藤倉　泰治
（日本共産党）

１　新型コロナウイルス感染症予防に係る
　　「新しい生活様式」の基盤整備
２　新たな過疎対策

１　新型コロナ禍に対応した危機管理
２　高田松原津波復興祈念公園の活用と観
　　光計画
３　ピーカンナッツ事業の進捗状況

１　新型コロナウイルス感染症から市民の
　　暮らしを守る対策
２　広田地区の道路整備

１　新型コロナウイルス感染症の防止策
２　新しい「単身高齢者世帯見守り事業」
　　の取り組み
３　小中学生の学びと今後の学校生活

１　産業振興
２　東日本大震災から10年目を迎えた本市
　　の防災
３　交通政策

１　戦後最悪の新型コロナウイルス感染症
　　拡大防止対策の基本的考え
２　国の第２次補正予算と「地方創生臨時
　　交付金」の積極的活用
３　国民健康保険税の減免及び徴収猶予な
　　ど市民の負担軽減

一般質問
　　質問した事項　（登壇順）

ICT 活用も視野に入れた新しい生活様式（出典 : 文科省）ピーカンナッツの苗木ほ場所）

松
原
海
水
浴
場
の
安
全
策
は

　
　
　
有
事
に
は
表
示
盤
で
情
報
伝
達
も

る
の
か
。

　

答
弁　

農
業
分
野
の
試
験
栽
培

や
育
苗
、
農
場
経
営
を
行
う
法
人

の
設
立
支
援
を
行
い
、
中
長
期
的

な
雇
用
の
創
出
に
つ
な
げ
、
商
業

分
野
で
は
、
ピ
ー
カ
ン
ナ
ッ
ツ
の

加
工
・
販
売
拠
点
と
な
る
「
産
業

振
興
施
設
」
で
地
元
の
雇
用
創
出

を
図
っ
て
い
く
。

　

質
問　

経
済
効
果
を
ど
う
見
込

ん
で
い
る
の
か
。

　

答
弁　

道
の
駅
や
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
ラ
ン
ド
、
発
酵
の
里
等
と
の
相

乗
効
果
で
訪
問
者
が
増
加
し
、
外

貨
獲
得
や
雇
用
増
加
が
見
込
ま
れ

る
。
ま
た
、
新
た
に
開
発
さ
れ
る

商
品
を
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

と
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
経
済

効
果
も
期
待
さ
れ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
禍
に

対
応
し
た
危
機
管
理

　

質
問　

梅
雨
の
時
期
を
迎
え
る

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
収
束
前
に
自
然
災
害
が
発
生
し

た
場
合
の
避
難
所
の
設
置
運
営
に

つ
い
て
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

避
難
者
全
員
に
マ
ス
ク

の
着
用
を
お
願
い
し
、
受
付
に
お

い
て
ア
ル
コ
ー
ル
で
の
手
指
消
毒

や
非
接
触
型
の
体
温
計
で
検
温
を

実
施
す
る
。
ま
た
、
密
接
を
避
け

　

質
問　

お
盆
な
ど
帰
省
の
受
け

入
れ
は
ど
う
す
る
か
。

　

答
弁　

６
月
19
日
に
国
内
で
は

移
動
制
限
が
解
除
さ
れ
た
。今
後
、

　

質
問　

思
民
制
度
拡
充
な
ど
の

た
め
に
オ
ン
ラ
イ
ン
を
利
用
し
て

は
ど
う
か
。

　

答
弁　

こ
れ
ま
で
ギ
ャ
ザ
リ
ン

状
況
を
見
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。

　

質
問　

高
齢
世
帯
見
回
り
は
民

生
委
員
の
方
だ
け
で
な
く
、
地
域

の
商
店
な
ど
に
協
力
を
求
め
て
は

ど
う
か
。

　

答
弁　

関
係
機
関
と
相
談
し
な

が
ら
検
討
す
る
。

５
Ｇ
な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
は

　

質
問　

新
し
い
生
活
様
式
に
向

け
た
取
り
組
み
と
課
題
は
。

　

答
弁　

国
の
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
」
の
推
進
や
新
し
い

情
報
発
信
ツ
ー
ル
な
ど
を
検
討

中
。
財
源
確
保
が
課
題
。

　

質
問　

デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成

に
お
け
る
準
備
は
。

　

答
弁　

行
政
だ
け
の
人
材
育
成

は
難
し
い
の
で
、
民
間
事
業
者
と

も
協
力
し
な
が
ら
取
り
組
む
。

グ
の
開
催
な
ど
直
接
交
流
を
行
っ

て
き
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

の
影
響
も
あ
る
の
で
リ
モ
ー
ト
で

の
開
催
も
検
討
す
る
。

新
た
な
過
疎
対
策
は

　

質
問　

国
の
委
員
会
か
ら
は
過

疎
地
の
新
た
な
役
割
を
見
い
だ
す

提
言
も
あ
る
。
地
域
に
お
け
る
人

材
育
成
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
づ

く
り
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

地
場
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド

化
や
地
域
資
源
を
活
用
し
た
観
光

資
源
の
磨
き
上
げ
、
新
規
事
業
創

出
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　

質
問　

安
心
安
全
な
食
料
供
給

の
た
め
Ｇ
Ａ
Ｐ
（
農
業
生
産
工
程

管
理
）
の
取
り
組
み
へ
の
支
援
は
。

　

答
弁　

Ｇ
Ａ
Ｐ
は
団
体
で
認
証

を
取
得
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、
個
人
に
お
い
て
は
エ
コ

フ
ァ
ー
マ
ー
制
度
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
く
よ
う
支
援
す
る
。

　

質
問　

多
様
性
と
包
摂
性
が
新

た
な
過
疎
地
の
基
礎
的
な
考
え
方

に
な
る
と
提
言
に
あ
る
が
、
考
え

は
。

　

答
弁　

移
住
の
意
向
を
持
っ
た

若
者
を
中
心
と
し
た
層
を
意
識
し

た
移
住
定
住
施
策
を
推
進
す
る
。

首
都
圏
在
住
者
の
求
め
る
多
様
な

選
択
肢
と
し
て
本
市
が
取
り
組
み

を
進
め
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
理
念
に
あ
る

「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
包
摂
性

を
も
っ
た
自
治
体
」
と
し
て
内
外

か
ら
認
め
ら
れ
る
よ
う
引
き
続
き

取
り
組
む
。

木村　聡
 （とうほく未来創生）

菅野 広紀
 （碧　い　風）

　第２回定例会は、新型コロナウイルス感染症に対して、議員・
当局相互の感染リスクを最小限にとどめる対応を取りました。

（第２回定例会時点の内容です）


